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梶浦恒男
特別寄稿
大阪市大を去るにあたって
1.市大就職
私は高校卒業して少しの間働いたことがあるが,本格
的なものとはいえないから,これ迄の人生で,生活科学
部での35年間の勤務が常勤労働の全てであり,ここが唯
一の職場であるといっていい.
このように,他の職場をしらないのだが,しかし,こ
の私の職場は大変めぐまれたものだったと思っている.
先輩や同僚の先生方そして職員の方々,いい人達ばかり
で感謝している.学生,院生諸君も優秀で,有難かった.
市大の生活科学部にお世話になる発端は,京大大学院
のドクター1年の時,当時助手であった広原盛明さん(前
京都府立大学長)から家に電話があって,大阪市大の家
政学部住居学科で,住生活の研究分野で助手が欲しいと
いっているけれど,行く気はありませんかと聞かれたこ
とだ.市大の住居学科のことについてはそれほど知識が
あったわけではなく,当時講師から助教授になられたば
かりだった住田昌二先生 (現福山市立女子短期大学学
長)が時々京大の西山研究室のゼミにこられていて,お
会いしていたのでその住田先生のおられるところといっ
たことぐらいしか知らなかった.しかし,妻の収入で生
活している状態だったから,｢はい,行かせて頂きます｣
と即答した.そのように市大のことについてはほとんど
知識がなかったわけだが,私は東北大学の学部時代,
佐々木嘉彦先生から｢生活科学とは何か｣という講義を
受けていて,生活研究をもっと勉強したいと思っていた
ので,家政学部については興味を持っていた.
当時,家政学部の学舎は西区の白髪橋にあったが,や
がて杉本町の方に移転すると聞いたので,住まいを杉本
町駅から5分程の遠里小野町に求めて,そこから白髪橋
に通うことにした.杉本町の家政学部新学舎が建設され
るという予定地を見にいったことがあったが,何を壊し
たものかわからないが,瓦棟が散在し稚草が生い茂るな
かに,建設予定地を示す標示塔か何かが色あせて傾いて
立っていた.もちろん今見る樺の木や桜はなく,米軍
キャンプの残存物である白と緑のペンキで塗られた木造
の建物がいくつか見られた.道の北側は畑だったように
おぼえている.
あれから35年の間,いろいろの思い出があるが,いく
つか,ふりかえってみたい｡
2.大学紛争と助講会
市大にきて間もなくして大学紛争がもちあがったこ学
部では助議会 (助手,講師の会)が学部改革を目指して
活動を行い,全教貝の教授会参加を要求したりした.今,
学部長や副学長など大学運営の責任ある職を経験した後
でふりかえってみると,弱輩の身でありながら随分小生
意気なことを言っていたように思うが,しかし間違った
ことを言ったとは思ってないし,今,若い人達から同じ
ようにふるまわれても,邪険に扱ったりせずに,自然体
で対応するだろうと思っている.
思い出すシーンはいくつもあるが,ある日,教員集会
が第二学生実験室 (今の情報処理実習室,全共闘の学生
らが乗り込んでくると困るので会議室を避けてこの部屋
を使っていた.)で開かれた時,学部執行部の教授から名
ざLで批判されたことがあった.立ちあがって反論し
た.何を言ったか忘れたが,最後に ｢ナンセンスだ｣と
いうことをいったのが悪く,｢何がナンセンスだ｣と怒ら
れて,結局謝ることになった.随分口惜しかったけれど,
席に座った後,机の下で私の手をギュッと握る人がい
た.高齢の教授だった.この教授にしては自分からは言
えないが,若いのがよく言ってくれたということだろう
か,その賛同の気持ちを伝えてくれたのだった.少々気
恥ずかしい思い出である.
3.講義と管理研究のこと
市大での35年の間に所属講座は変ったけれど,一貫し
て担当してきた講義がある.それは｢住居管理論｣だが,
担当した当初は講義内容がわからず困った.前任の野々
村五四男先生 (私が来る前に関西大学に移られた)に聞
いてみたが了私も困っていた｣と云われてしまった.卒
業生から野々村先生の講義ノ⊥ トを見せてもらったが,
内容はほとんど｢住宅事情,住宅政策｣に近いもので,管
理論らしくなく,これでは他の講義とバッティングして
しまうと思って,他に書物に当ってみることにした.し
かし｢住居管理論｣の教科書といわれるものはさがした
が一冊もない.わずかにニッケルの ｢家庭生活の管理｣
という厚い本があって, その中に ｢住居の管理｣という
章があったが,その内容はほとんど｢住居学概論｣であっ
て,ほんの少し住まいの手入れといったことが述べられ
ているにすぎない.これも役に立たないということで,
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自分で考えるしかないと開き直った.なぜ｢住居管理論｣
という講義があるのか,何を学生に教えたらいいのか,
そんなことを考え,悩んだ.家政学には｢家庭管理論｣と
か ｢家庭経営論｣といった軸となっている講義がある･
これが総論とすると,｢食｣の管理論,｢被服｣の管理論
そして ｢住居｣の管理論があるだろうと考えられて,こ
ういう｢住居管痩論｣という講義が設けられたのではな
いか考えられた.理屈で考えると確かにそのような各論
があり得るのだが,'しかし,住居においてそういう分野
で研究がなされ,知識の体系化がされているかといえ
ば,少しはあるがそれだけでは半期の講義も心もとな
い.｢被服管理｣を見ると,被服という物の洗浄,手入れ
といったことを軸にして自然科学的方法による研究が蓄
積されている.その基礎的な部分は,住居という建物の
洗浄などと共通するところもあり,いわば生活器具や家
具なども含んだ生活のなかで使われる ｢物｣の洗浄,辛
入れ等の管理論である.この研究分野の存在や必要性は
よくわかったが,しかし,住生活学講座が担当する住居
管理論の内容ではなく,当時の講座でいえば住居機構学
の範囲葦と思った･そのように考えてきて,結局自分で
住居管理論の内容を研究を重ねて作るしかないと思っ
た.まず,住宅の管理の現状がどうなっているか,住宅
タイプ別に整理することや関連する既存研究のフォロー
などから始めていったが,その内大変問題がある住宅タ
イプの存在に気付いた.当時高級住宅のイメージで建ち
始めていた持家型の共同住宅 (分譲マンション)で,こI
の住宅タイプの管理I.i複雑で専門性が高いが,無責任体
制になる可能性があることに気付き,調査研究をして学
部の紀要に論文を書いた.これがその後,私の中心的研
究テーマの一つとなる分譲マンション管理研究の最初の
論文となった.この研究テーマが学会などで話題になっ
てくるのは,それから10年近く経てからである.講義担l
当が思わぬ形で新しい研究分野開拓のきっかけとなった
わけで,32年程前の紀要論文を見ると感慨深い.
4.学部改革と50周年
もう･一つ書いておきたいのは,学部改革の取組みであ
る.2000年の大学院改組は,全国的な大学院部局化の動
きに連動して,より高度な専門的職業人の養成をめざす
ものであったが,この取組みを責任ある立場で進めてみ
て,先輩の先生方が努力された26年前 (1975年)や11
年前(1990年)の学部改卓の重要な意味が改めて認識さ
れた.
1975年の改革というのは,家政学部から生活科学部へ
の学部名称の変更と全国で始めての家政系の ドクター
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コース設置を内容とするものである.生活科学部という
学部名は学部設立の1,949年当時から志向されていたの
だが,さまざまな事情があって家政学部とせざるを得な
かった.そこでドクターコース設置を契機に当初の考え
方を生かそうとして生活科学部に改めた.教授会で,生
活科学部とするか生活学部とするかで議論がされた.生
活学会という学会がすでにあり,生活学部ではその学会
の志向する生活学のイメージで見られやすいのではない
かといった意見などがあって,結局生活科学部になっ
た.少々自然科学的な学問という印象が強くならないか
と心配する意見もあった.生活科学部という名称は全国
で始めてのことであったが,その後全国の大学でこの名
称が増えていったのはご承知の通りである.現代人の生
活が家庭の中だけに留まらず;広く地域社会に広がって
展開されていること二っとってみても,家政学という
｢家庭｣にあくまでこだわっていく学問のあり方は展望
がないであろうし,そのような名称を学部名に引きつい
でいくのに抵抗が生まれるのは当然のことであろう.∫
さて,ドクターコースの設置は′学部名称変更以上に学
部にと'?て大きな意味を持っていたといえよう.大阪市
大では,その当時迄に生活科学部以外の7学部にはいず
れもドクターコースが虚けられていた.全学部が ドク
ターコースを有する大学院を持つと.いう目標からする
と,一日も早く生活科学部にドクターコースを設けたい
という状況であった.しかしドクターコースの設置のた
めには当然,学問の発展,教員スタッフの充実,学生の
進学の可能性など諸条件が整わねばならない.1975年と
いう年は学部ができて26年目の年であったが,この26●
年間の努力によってそのような条件を生みだしてきたと
いうことであろう.当時,市大の他学部の先生方の中に
は,家政学部に本当に ドクターコースができるのです
か,大丈夫ですかといった意見もあった.それは古い家
政学に対する理解と,それを ｢生活科学｣という新しい
学問として発展させてきた努力に対する理解不足から生
まれたものであっただろう.事実,その26年前の学部設
立時のことを思えば,そういう意見が聞かれても不思議
でなかったように思う.
学部設立時のことは ｢大阪市立大学百年史｣に述べら
れている.当初は大阪市立大学附設の女子大学として作
り,女子教育も=目的を置くことが考えられていた.家庭
生活のなかに科学的考え方を広めることが設立のねらい
であって,したがって家庭生活の諸側面である衣,負,
住,保育などにかかわる科学的知識を既成諸科学の成果
を整理して･教えるというのが,考えられていたようだ.
しかし,女子教育を主目的とする所属大学としてではな
く,男女共学の一学部として｢家政学部｣は出発した.こ
ういう方向を取った点についてはGHQ (連合軍最高司
令部)の指導があったようだ.
このようにして作られた家政学部での新しい科学は,
既存科学との相違点を明確にすることに苦労 したよう
だ.
先輩の先生方の努力があって,新しい生活科学はその独
自の領域を開拓していった.そのひとつの到達点が1975
年であったと言えよう.すなわち●,学部設立から26年,
ドクターコースが三専攻に置かれたことはそれぞれの分
野のごとに,科学として･の独自性が社会的に認められた
ことを表すものであろう.
さて,そのように見てみると,学部設立から51･年目
(2000年)の改革はどのような意味づけがなされるので
あろうか.大学院の専攻が ｢生活科学専攻｣一つになっ
たこと,また ｢生活科学論研究室｣をもおけたことに象
徴されているかもしれないが,各専門分野の確立を基礎
とした ｢生活科学全体のより高度な体系化への出発｣と
いえるのではなかろうか.
5.これからの生活科学研究科
いま,大学は｢個性ある大学へ｣｢国際競争力を持つ大
学へ｣改革を進めることが強調されている.大阪市大で
いえば,公立大学として,大阪市が設置する大学として
の特徴は何かということになる.我々は生活科学を｢具
体的な生活問題を解決する目的をもった実践的な学問｣
と位置付けた.大阪という大都市のかかえる生活問題に
対して学際的な研究活動を展開するところにその特徴が
あるのであろう.先に見てきたように,生活科学という
学問は ｢生活に関する既存諸科学の知識の撃理｣といっ
た初歩的な段階から,独自の研究分野を開拓し,学際的
な生活科学の体系を作りあげようという方向に発展して
きた.このような生活科学の発展をこの大阪市立大学で
行い得たのはどうしてであろうか.大阪市が,｢生活｣を
研究する学部を作り出した要因の一つとして,戦前に市
立生活科学研究所 (現環境科学研究所)を設置していた
ことがある.家政学部の設立時には,生活科学研究所か
ら学部長をはじめ,幾人かの教授を迎えている.そして,
この生活科学研究所が設けられていたということは,大
阪市が当時,わが国でもっとも都市化が早く進み,都市
住民の生活問題が尖鋭化していたからであった.すなわ
ち,生活科学部のルーツをたどると,その誕生の契機は,
大阪市民の生活問題の解決が求められ,そのために研究
が行われていたというところに行き着くのである.
今,｢都市型総合大学｣として個性を出そうとしてい
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る大阪市立大学のなかにあって,生活科学部･生活科学
研究科は,大都市住民の生活問題の解決を目指す学際的
研究を行い,今後の人間生活のあり方 (生活様式)を解
明していくところに,その存在価値があるであろう.そ
の研究成果は,サステナブル ･ソサイアティにおける生
活のあり方を模索する現代人に対して,国際的なレベル■
の情報発信となっていくであろう.専攻が一体となっ
て,専門分野を超えて,統一テーマで取組む研究を増や
し,研究成果を出版するなどしていく取組みを願ってい
る.
